
開通前：4.2％（2日に1回）

開通後：0.4％（21日に1回）
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東海環状道の開通により並行する国道258号の速度が改善！東海環状
自動車道

資料2

■東海環状道の開通により、並行する国道258号の平均速度が改善しました。
■例えば、国道258号楽田町交差点から伝馬町交差点の間の時間帯による速度のばらつきが、3分の1減少し、定時
性が向上しました。

■また、渋滞の原因となる1時間の平均旅行速度が10km/hに満たない激しい混雑が、2日に1回から21日に1回と10
分の1になりました。

国道258号楽田町⇒伝馬町の速度分布の変化
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データ：供用前（2010年9月1日~11月30日)、供用後（2012年9月16日~11月30日）の
昼間12時間の旅行速度の変化を民間プローブデータにより算出した結果です。

※速度のばらつき：上位・下位10％を除いた速度幅
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